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平成３０年度作業開拓・工賃向上検討委員会の活動について（報告）

１　検討委員会設置の経緯・目的等
　　法人内では就労継続Ｂ型事業検討委員会を開催し、育成会内の３事業所と事務局選出のメンバーで工賃を上げるための情報交換や検討を行っています。

２　平成３０年度の活動について
○　第１回会議を６月に行い、各事業所の工賃向上計画を報告し、情報交換
行いました。その中で各事業所とも２９年度平均工賃は２８年度より向上しています。また、各事業所とも工賃向上の具体的な工夫を行っていることが紹介されました。あわせて３０年度の工賃向上への取り組みなどの情報交換を行いました。
○　７月から１０月にかけて福岡市が実施する工賃向上セミナーが４回開催され、各事業所ともセミナーへ参加しました。Ｂ型事業所に求められている工賃向上は重要な利用者支援であること、また、そのために売れる商品づくりやその原価などを意識することが重要であること、あわせて商品の見せ方、受注フローの作成などが職員共有のためにも必要であることなど、販売や売上向上のための基本的なことを学ぶことができました。

○　第２回会議は１２月に行い、各事業所の３０年度の取り組みと販売など売上やそのための工夫を話し合いました。各事業所の状況は次のとおりです。

（ひまわり園）
現状では売上が好調で、２９年度を超える平均工賃が期待できます。
特にパンは新規開拓も5箇所できるなど売上を伸ばしています。工夫としては販売箇所の多さより、１回の販売額を重視しました。また、平均工賃を上げて支援費の報酬単価のアップを目指したいと思います。

（ひまわりパーク上牟田）
請負作業の単価を見直し、２～2．5倍に上げました。自主製品のポテトチップスは菓子を製造する事業所が多いなか、よい評判をいただいています。２９年度から３０年度にかけて作業工程の見直しを行い、生産性は向上しましたが収益が大幅にアップしたとは言い難い状況です。３０年度の目標工賃は12,000円としており、Ｂ型事業の利用者が３名増えましたが、目標達成は可能な状況です。

（ひまわりパーク六本松）
　　　３０年度福岡市の工賃向上のコンサルタント派遣を受けて、工賃向上への取り組みや主力のアート商品の販売拡大等の基本を学ぶ機会が増えました。簡易作業では発注者と単価改定の協議を行い２．３倍に上がりました。
また、施設外就労では倉庫作業やビル清掃などを行い、希望する利用者のニーズに応えています。３０年度平均工賃は21,000円を目標としていますが、現時点では達成可能な状況です。

○　各事業所の工賃を上げる具体的な実践

（ひまわり園）
売上増に伴う職員の超過勤務はなくすため、職員体制を整えたり、コスト削減を共有しています。また、各作業班で純利益を上げるように職員の意識を高めています。

（ひまわりパーク上牟田）　
請負作業を始めて２か月程で単価の再提示を行った結果、単価が上がりました。多くの種類・量の作業を行い信頼を得たことで、単価交渉をスムーズに行うことができました。
また、作業工程や内容、作業環境を整えること、補助具を用いるなどの工夫も行いました。利用者の一人ひとりの出来る作業の幅が拡がったことや、作業能率の向上につながったことで、より多くの受注が出来るようになったことも工賃アップにつながっています。

（ひまわりパーク六本松）
３０年５月に県に提出した工賃向上計画（３０～３２年度）に基づきカレンダーの増刷など約１０の具体的方策を実践してきました。その中で主力商品のカレンダーの販売目標数を２９年度より２０％以上増やすことで売上増、工賃増を図ってきましたが、販売網が十分でなく、新規の開拓が十分に追いつかず、営業力の不足を痛感しています。３０年度の目標工賃は達成可能な状況にありますが、３１年度以降の目標工賃を達成するには、今後、多くの職員が多様な営業力等を持つなど販売の工夫が必要と思われます。
　
３　今後の取り組み
・Ｂ型事業に携わる職員は、利用者の平均工賃が自分の給料（基本報酬）に連動していることを認識すべきです。
・育成会の各事業所は共同でバザー等に出店することで従事する職員数を減らすなど効率化が必要と思われます。
・育成会のブランド化が必要であり、そのための投資を行いサポーター（協力者）を増やす必要があります。

　　（参考）Ｂ型事業所別平均工賃額の状況（月額）　　
	
	ひまわり園
	パーク六本松
	パーク上牟田

	２９年度（実績）
	15,028円
	20,557円
	10,034円

	３０年度（見込）
	16,000円
	　21,000円
	12,500円


　　備考　２９年度は県への提出実績、３０年度は1月末時点の見込。
